
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
地

方
移

管
か
ら
地

方
創
生
へ

地 方 創 生 の 実 現


産
業
政
策
と
一
体
化
し
た
雇
用
政

策
の

展
開


就
職
相
談
か

ら
職
業
紹
介
ま
で
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支

援


身
近
な

場
所
で
の

継
続
的
支
援


生
活
支
援
な

ど
ト
ー

タ
ル

で
必
要

な
支
援

地
域

に
お
け
る
魅
力

あ
る
多

様
な
就
業
機

会
の

創
出

地
域

社
会
を
担
う
多
様

な
人

材
の
確
保

誰
も
が

豊
か
で
安
定

的
な
生
活
を
営
め
る

社
会

の
形
成
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ＩＬ
Ｏ
第

8
8
号

条
約

は
地

方
移

管
の
支
障
と
は
な
り
え
な
い

国
は
、
Ｉ

Ｌ
Ｏ
第

88
号

条
約

は
「

国
の

機
関
の
指

揮
監
督
の

下
に
あ

る
職
業
安

定
機

関
の

全
国

的
体

系
」

を
求

め
て

お
り

、
地

方
へ
の
事

務
移

管
は

条
約

違
反
と
な

る
、
と
い

う
が

･･
･

Ｉ
Ｌ

Ｏ
第

88
号

条
約
と
の
整
合
性

◎
職

業
安

定
組
織
の
構
成
に
関
す
る
条

約
（Ｉ
Ｌ
Ｏ
第

88
号

条
約
）

（
抜
粋
）

第
一

条
１
こ
の

条
約
の
適
用
を
受
け
る
国

際
労
働

機
関
の

加
盟
国

は
、
無
料

の
公
共

職
業
安
定
組
織
を
維
持
し
、
又
は
そ
の
維
持
を
確

保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
（
略
）

第
二

条

職
業

安
定
組
織
は
、
国

の
機

関
の
指

揮
監
督

の
下
に

あ
る
職

業
安
定

機
関

の
全
国
的
体
系
で
構
成
さ
れ
る
。

第
三

条
１
そ
の

体
系
は
、
当
該
国
の
各
地

理
的

区
域
に
つ
い
て
充
分

な
数

で
あ
つ
て
使

用
者
及
び
労
働
者
に
と
つ
て
便
利
な
位
置
に
あ

る
地
区
職
業
安
定
機
関
及
び
適

当
な
場

合
に
は
地

方
職
業

安
定
機

関
の
網

状
組
織
か
ら
成
る
。

２
（
略
）

•
「
国
の
機
関
の
指
揮
監
督
の
下
に
あ
る
職
業
安
定
機
関
」
は
国
の
機
関
に
限
定
さ
れ
な
い
。

•
国
が
全
国
統
一
基
準
を
設
計
し
、
法
に
基
づ
き
地
方
に
助
言
・
勧
告
、
是
正
指
示
を
す
れ
ば
条
約

の
趣
旨
を
満
た
す
こ
と
は

可
能
！

•
現
に
他

の
条
約
批
准
国
に
お
い
て
、
職
業
紹
介
を
地
方
移
管

・
民
間
委
託
し
て
い
る
例
が
あ
る
。

【
デ
ン
マ

ー
ク

】
地

方
移
管
、
【

オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア

】
民
間

委
託
、
【

ド
イ

ツ
】

公
民

併
存

反 論


条
約
は
国
の
機
関
で
な
け
れ
ば
職
業
紹
介
で
き
な
い
趣
旨
で
は
な
く
、
現
行
制
度
の
下
で
も

地
方
移
管

は
十
分
可
能
。


国
は
こ
う
し
た
現
実
に
目
を
向
け
、
地
方
移
管
に
向
け
た
建

設
的
な
議
論
を
進
め
る
べ
き
！
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【
デ
ン
マ
ー
ク
】

ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
の
地

方
移

管
デ

ン
マ
ー

ク
に
お
け

る
自

治
体

改
革

•
20

06
年
末
ま
で
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
地
方
自
治
体
は

14
の

ア
ム
ト
（
am

te
r；
県
に
相
当
）及

び
27

1の
コ
ム
ー
ネ

（
ko

m
m

un
er
；
市
に
相
当
）に

分
類
さ
れ
て
い
た
。

•
し
か
し
、
規
模
が
小
さ
す
ぎ
、
公
共
部
門
に
お
け
る
事
務

配
分
が
不
適
切
で
あ
っ
た
た
め
、
自
治
体
改
革
が
行
わ

れ
、

20
07

年
1月

よ
り
、
ア
ム
ト
を

5つ
の
レ
ギ
オ
ナ

（
re

gi
on

er
；
広
域
行
政
機
構
）に

、
コ
ム
ー
ネ
を

98
に
再
編
。

•
こ
の
見
直
し
に
併
せ
て
、
国
・
市
の
業
務
分
担
が
見
直
さ

れ
た
。

ジ
ョ
ブ
セ

ン
タ
ー
の

地
方

移
管

•
こ
れ
ま
で
は
、
同
じ
職
業
紹
介
機
関
の
役
割
を
果
た
す
組

織
と
し
て
、
国
に
よ
る

56
 箇

所
の
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
と
、
市

に
よ
る

27
5 
の
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
が

あ
っ
た
。

•
20

09
年
に
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
は

、
市

の
業

務
と
し
て
統

合
さ
れ
、
現
在
で
は
、

98
 の

自
治

体
に

91
 の

ジ
ョ
ブ
セ
ン

タ
ー
が

設
置

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

、
職
業
紹
介
、
ア
ク
テ
ィ

ベ
ー
シ
ョ
ン
（
就
労
促
進
）
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
。

8

出
典
：
内
閣
府
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
サ
ー
ビ
ス
検
討
委
員
会
（
第
３
回
）
資
料



【
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
】

就
職

支
援

サ
ー
ビ
ス
の
民

間
委

託
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

に
お

け
る

就
職

支
援
サ
ー

ビ
ス
の

民
間
委

託
の
経

緯

•
以
前
は
、
政
府
の
公
共
職
業
紹
介
所

（
C

E
S
：
C

om
m

on
w

ea
lth

 E
m

pl
oy

m
en

t S
er

vi
ce

）
が
、
失
業
給
付

サ
ー
ビ
ス
と
併
せ
て
、
就
職
支
援
サ
ー
ビ
ス
（
職
業
訓
練
、
職
業
紹
介
、
集
中
支
援
サ
ー
ビ
ス
）
を
実

施
し
て
い
た
が
、

19
98

年
か
ら
、
就

職
支

援
サ

ー
ビ
ス
の

提
供

主
体

を
競

争
入

札
に
よ
り
選

定
す
る

仕
組

み
に
移

行
。

•
こ
れ
に
あ
わ

せ
、

C
E

S
 が

実
施
し
て
い
た
就
職
支
援

サ
ー
ビ
ス
を

E
m

pl
oy

m
en

t N
at

io
na

l （
E

N
 社

、

政
府

全
額

出
資
の
会
社
）
に
移
行
。

•
E

N
 社

は
、
当
初
、
入
札
対
象
事
業
の
３
割
以
上
を
獲
得
し
た
が
、
そ
の
後
、
競
争
力
を
失
い
赤
字
経

営
が
続
い
た
た
め
、
政
府
の
方

針
に
よ
っ
て

20
03

年
に
閉
鎖
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
政

府
の

就
職

支
援

サ
ー
ビ
ス
は

す
べ

て
民

間
委

託
に
よ
り
実

施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

現
在
の
制

度
運
用

•
現
在
、
就
職
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
、
落

札
し
た

10
0近

く
の

事
業

者
（
民

間
、

N
PO

、
宗
教

団
体

、
地

方
自

治
体

等
な
ど
）
が

合
計

で
約

1,
10

0か
所

以
上

の
職

業
紹

介
所

を
運

営
。

•
落
札
業
者
が
全
体
で
ジ
ョ
ブ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Jo

b 
N

et
w

or
k）

を
構
成
し
、
長
期
失
業
者
に
重
点
を

置
い
た
職
業
紹
介
、
求
職
法
指
南
、
就
職
困
難
者
へ
の
集
中
的
支
援
、
起
業
支
援
事
業
を
行
う
。

•
失
業
手
当
受
給
者
は
ま
ず
セ
ン
タ
ー
リ
ン
ク
（
C

en
tre

lin
k）

に
登
録
し
、
民
間
職
業
紹
介
業
者
が
紹

介
さ
れ
る
。
業
者
が
紹
介
に
成
功
す
れ
ば
、
政
府
は
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
代
金
を
業
者
に
支
払
う
仕

組
み
。
政
府
が
支
払
う
料
金
は
求
職
者
の
就
職
困
難
度
に
比
例
す
る
。
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出
典
：
内
閣
府
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と

IL
O
条
約
に
関
す
る
懇
談
会
第
２
回
懇
談
会
資
料



【
ド
イ
ツ
】

職
業

紹
介

サ
ー
ビ
ス
の
官

民
併

存
ド

イ
ツ

に
お

け
る

職
業

紹
介

の
民

間
開
放
の

変
遷

•
職
業
紹
介
の
分
野
で
は
、

19
90

年
代
中
頃
か

ら
段
階
的
に
民
間
活
用
を
開
始
。

•
官
は
こ
の
分
野
に
お
け
る
独
占
を
や
め
、
一
例

と
し
て
、
求
人
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
民
（
含

む
個
人
）
に
広
く
公
開
、
共
有
（
自
宅
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
閲
覧
可
能
）
し
て
い
る
。

•
20

02
年
か

ら
導
入
し
た
「
職

業
紹

介
バ

ウ
チ
ャ
ー

制
度

」
で
は

、
一

定
の

水
準

を
満

た
す
求

職
者

に
官

が
バ

ウ
チ
ャ
ー
を
渡

し
、
民

間
の

紹
介

所
を
活

用
す
る
仕

組
み

。
求
職
者
が
就
職
す
る
と
成
果

報
酬
を
民
間
に
支
払
う
。

•
公

的
紹

介
機

関
と
バ

ウ
チ
ャ
ー
が

並
列

し
て
存

在
し
、
求
職
者
の
就
職
率
で
間

接
的
な
官
民
競

争
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。

職
業
紹
介

バ
ウ
チ
ャ

ー
制

度

時
期

内
容

19
94

年
8月

•
職
業
紹
介
業
務
を
民
間
に
開
放
（許

可
制
）

19
98

年
1月

•
キ
ャ
リ
ア
相
談
業
務
を
民
間
に
開
放

20
02

年
4月

•
職
業
紹
介
業
に
係
る
許
可
制
を
廃
止

•
職

業
紹
介
バ
ウ
チ
ャ
ー
制
を
導
入

20
03

年
1月

•
民
間
の
職
業
紹
介
機
関
へ
の
補
助
金
導
入

•
雇
用
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
民
間
委
託
開
始

国

公
共

職
業
安
定
所

民
間
の

職
業
紹
介
所

バ
ウ
チ
ャ
ー

無
料

の
職

業
紹

介
バ
ウ
チ
ャ
ー
で

民
間
の
職
業
紹
介
所
を

活
用

=並
列
=

選
択

求
職
者
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出
典
：
内
閣
府
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と

IL
O
条
約
に
関
す
る
懇
談
会
第
２
回
懇
談
会
資
料



地
方

に
お
い
て
こ
そ
迅
速
・
機
動

的
な
雇

用
対
策
の
実
行
が
可
能

国
は

雇
用

情
勢

の
悪

化
や

大
型

倒
産

に
対

し
、
迅

速
・
機

動
的

な
対

応
を
行
う
に
は

、
国
の

統
一
的

な
指

揮
命

令
系

統
の

下
で
全

国
一

斉
に
対

応
す
る
こ
と
が

必
要

と
い
う
が

・
・
・
・

む
し
ろ
地
方

の
方
が

情
勢
に
応

じ
た
臨
機

応
変
な

対
応
が

可
能

年
度

議
会

議
決

日
主

な
補

正
予

算
の
内

容
（単

県
）

２
０

１
月

臨
時
議
会

H
21

.1
.2

7
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
設
置

制
度
融
資
に
借
換
枠
創
設

２
１

１
月

臨
時
議
会

H
22

.1
.2

9
制
度
融
資
の
融
資
枠
拡
大

正
規
雇
用
創
出
奨
励
金

２
４

２
月

臨
時
議
会

H
25

.2
.1

5
経
済
対
策
と
し
て
の
単
県
公
共
事
業

２
５

２
月

臨
時
議
会

H
26

.2
.1

2
企
業
立
地
補
助
金
の
嵩
上
げ

制
度
融
資
メ
ニ
ュ
ー
の
拡
充

２
６

２
月

臨
時
議
会

H
27

.2
.5

制
度
融
資
メ
ニ
ュ
ー
の
拡
充

経
済
対
策
の
た
め
の
臨
時
議
会
開
催
状
況

鳥
取

県
に
お
け
る
取
組

例

年
末

年
始

の
相

談
窓

口
の

開
設

対
象
：
離
職
者
、
求
職
中
の
者
、
生
活
困
窮
者
、

資
金
繰
り
で
困
っ
て
い
る
中
小
企
業
者

会
場
：
県
内
東
・
中
・
西
部
に
各
１
箇
所

相
談
内
容
：
職
業
相
談
、

生
活
福
祉
資
金
貸
付
等
の
相
談
、

生
活
保
護
相
談
、

公
営
住
宅
入
居
相
談
・
情
報
提
供
、

制
度
融
資
案
内

※
行
政
機
関
等
が
業
務
を
停
止
し
て
い
る

年
末
に
総
合
相
談
窓
口
を
開
設

※
そ
の
他
、
議
会
の
度
に
年
間
を
通
じ
て
適

時
・
適
切
に
補
正
予
算
を
編
成

11
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
地
方
移
管
の

早
期

実
現
を

!!

国
の

指
摘
は
、
地
方
移
管
の
支
障
と

な
り
得
な
い

!
国

は
雇
用
情
勢
等

に
即
応

し
た
国

会
の

開
催

は
難

し
く
、
機
動
的
に
動

け
な

い
。

（
国

会
が

開
か

れ
な

い
限
り
予

算
も
法

令
も
決

ま
ら
な

い
）

県
の

意
思
決

定
は

極
め

て
ス
ム
ー

ズ
！！



ハ
ロ
ー

ワ
ー

ク
の

地
方

移
管

の
今

後
の

検
討
に
向
け

て


利

用
者

目
線

•
実
際
に
職
を
求
め
て
い
る
人
、
人
を
求
め
て
い
る
企
業
に
と
っ
て
最
善
の
方
策

は
何
か


合

理
性

の
追
求

•
地
域
に
密
着
し
た
産
業
政
策
、
雇
用
政
策
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
一
体
的
に
運

用
さ
れ
た
方
が
合
理
的
で
は
な
い
か


国

と
地
方

の
役

割
分

担
の

あ
り
方

•
雇
用
労
働
行
政
の
主
体
は
ど
こ
が
担
う
べ
き
か

•
住
民
に
身
近
な
行
政
は
よ
り
住
民
に
近
い
主
体

が
担
う
の
が
地
方
分
権
の
理

念
で
は

な
い
か

や
や

も
す
る
と

「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
地
方
移
管
」

「
国
と
地
方
の
権
限
争

い
」

求 め ら れ る 視 点

地
方

と
の

連
携

を
強

化
（
一

体
的

実
施
・
特
区

）
国

地
方

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

地
方

移
管

目
的
は

同
じ

最
高

水
準

の
雇

用
労

働
行

政
サ

ー
ビ
ス
を
い
か

に
し
て
提

供
す
る
か

広
く
国

民
的

議
論

の
喚

起
を
！
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